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【目的】本研究は、看護学生を対象に臨地実習による疲労度を可視化するために、研究1として前期の
座学期間と後期の演習期間の各1週間における日常生活や疲労の測定を行い、臨地実習前の学生の
状態について比較検討した。
【対象】調査協力の得られた2年の看護学生20名を対象とした。
【内容】①疲労の測定として、一般状態、握力、フリッカー値の測定、②疲労に関連すると思われる要因
として日常生活、学習活動やアルバイト、疲労自覚症状について自記式質問紙法を実施した。
【結果】座学期間と演習期間の比較で有意差がみられた項目についてあげる。（１）一般状態では、拡張
期血圧値は演習時の方が高った。握力では相関が強く、特に火曜日の握力値は演習時の方が低かっ
た。フリッカー値については、1週間の変化をみると金曜日に値が高くなっていた。（２）日常生活では、学
習時間、趣味の時間、家事労働時間、睡眠時間、パソコン使用時間については有意差はなかった。（３）
疲労自覚症状の訴え率は、第Ⅰ要因の「眠気とだるさ」10項目では9.3人から11.4人に、第Ⅱ要因の「注
意集中の困難」10項目では8.2人から10.4人に、第Ⅲ要因の「身体各部の違和感」10項目では、3.8人か
ら6.4人に、いずれも演習期間の方が疲労自覚症状を訴えた人が増えていた。（４）疲労自覚症状の各項
目については、第Ⅰ要因の「眠気とだるさ」10項目中4項目（頭が重い、全身がだるい、あくびがでる、目
が疲れる）に、第Ⅱ要因の「注意集中の困難」10項目中1項目（物事に熱心になれない）に、第Ⅲ要因の
「身体各部の違和感」10項目中6項目（頭が痛い、肩がこる、口が渇く、めまいがする、まぶたや筋肉がピ
クピクする、手足がふるえる）に、演習期間の方に多くみられた。　【まとめ】以上の結果から、前期の座学
に期間よりも後期の演習期間の方が自覚する疲労症状が多いことが明らかになった。座学での学習活
動より演習の方が、事前事後の準備や課題、演習時の緊張などの負荷がかかっていると考える。このこと
は実際の臨地実習では、さらに不安や緊張が高まることは容易に想像できる。また、その期間は実習施
設のアクセスや実習後の記録等により、普段より睡眠時間の短縮、さらには食事の質量ともに不規則に
なりやすくなる。今後は、研究2として臨地実習における疲労について調査し、座学、演習、実習各期に
おける疲労について明らかにしていきたい。
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